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お知らせと情報共有を

現在，教育DX
化(デジタル化）
が進行中で，授
業でもタブレッ
ト等を活用する
機会が増えてい
ます。本日の5年

生:社会(↑写真)でも，タブレット内のアプリを活用してまとめました(↑写真)。
そのような中，年度途中ですがタブレット端末の修理費値上げの通知がありました。

これまで，39,800円であった液晶画面が割れる等の発生頻度の高い修理代が41,800円
に値上がりました。現在，各ご家庭が契約中の事故保険は上限4万円の契約です。つ
きましては，お知らせしています『タブレット端末等貸与申込書について(お願い)』[裏
面に，今年度の1年生への配布文書（2∼6年生は周知済み)を添付]に基づき，保険で足
りない金額（不足分）については保護者負担となります。よろしくお願いいたします。

□ 命を大切にする人を育てましょう
本格的な梅雨を迎え，蒸し暑くなってきました。入学

後，初めて水泳学習に取り組む１年生は，鼻をつまんで水
に顔をつけていた初日から，両手でビート板を持ち顔を水
につけて歩くようなる(→写真)など，目を見張るほどの成
長ぶりです。この水泳学習で成果があがっているのは，
学習の規律が守られているからです。ここでの規律とは，
プールサイドは歩く，静かに水に入る，指示された方向へ
進む（話を聞く）を守ることなどです。
この『学習規律』は，学校(学級)という集団での生活が，安全かつ有効に行えるた

めに，上書きしながら改善し，全教職員，さらには全家庭との共有を図っています。
それは，着任以来，福井小学校は，児童数の減少等を要因としてか『きまりを守る』
ことがゆるいと感じているからです。教職員の指導力不足と少々守らなくても困らな
いと考えが漂っています。『学習規律の確立』こそを，学校運営の柱としています。
さて，水の恋しい季節です。気分も開放的になる季節です。ですが，

〇 登下校では，寄り道をしません。
〇 水辺（川，用水，池，海など）では，子どもだけでは遊びません。
これまで事故を防いできたきまりを，大切にしていく人を育てて参りましょう。

シ ン


